
＜論 説＞

は じ め に

本稿は，前稿１に続いて，中国の地方政府２人事廳／局傘下の公的機関である「人材市場」（「人

材市場」は，高学歴者を対象にする公共職業安定所に相当し，英語名称は，Talent Market / Human Resources

Marketである。「人材市場」は，以下，鉤括弧を省略する。）３，４や民間企業によって中国各都市で定期的

に主（供）催されている「人材交流会」（「人材交流会」は，一般に合同面接会と訳される。「人材交流

会」は，以下，鉤括弧を省略する。）で実施した独自のアンケート調査の結果を分析するものであ

る。

前稿は，２２機関が主（共）催した延べ２４の人材交流会で実施したアンケート調査の結果の概

略を報告したものであったが，本稿は，図１・２・３・４・５・６に示したように，三大経済圏の中

心都市であって相当数の市外出身者を集めている北京市・上海市・広州市で開催された人材交流

会で実施したアンケート調査の結果と北京市・上海市・広州市の人材交流会に多数の求職者を送

りだしている�州市・合肥市・南昌市で開催された人材交流会で実施したアンケート調査の結果

に限定した考察を行う５。北京市は，異なる機関が主催する人材交流会でアンケート調査を２回

実施したが，求人企業と求職者が多かった第２回の結果を分析する６。また，上海市と広州市

は，同一機関が主（共）催する人材交流会で２回ずつアンケート調査を実施したが，いずれも第

２回の結果を分析する。上海市と広州市の第２回のアンケート調査は，上海市と広州市の第１回

のアンケート調査よりも北京市の第２回のアンケート調査の実施日に近いことに加え，記入漏れ

が少ないという点で精度も高く，比較が容易である。

本稿の課題は，大別して２つある。ひとつは，６市の人材交流会を訪れた求職者をそれぞれ市

内出身者と市外出身者とに区分し，就転職機会の獲得にともなって出生地である二（一）級行政

区７に止まる者と出生地でない二（一）級行政区へ地域間移動を行う者の属性を６市ごとに比較
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図１ 北京市の人材交流会における求職者の出身地の分布

図２ 上海市の人材交流会における求職者の出身地の分布

注 筆者作成。

注 筆者作成。
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図３ 広州市の人材交流会における求職者の出身地の分布

図４ �州市の人材交流会における求職者の出身地の分布

注 筆者作成。

注 筆者作成。
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図５ 合肥市の人材交流会における求職者の出身地の分布

図６ 南昌市の人材交流会における求職者の出身地の分布

注 筆者作成。

注 筆者作成。
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することである８。もうひとつは，�州市・合肥市・南昌市を省都とする河南省・安�省・江西

省の出身者のみを６市の人材交流会を訪れた求職者から抽出し，省都（省内）に就転職機会を求

める者と北京市・上海市・広州市（省外）に就転職機会を求める者の属性を３省出身者別に比較

することである。本稿の目的は，この２つの課題に取り組むことを通じて，就転職機会の獲得に

ともなう高学歴若年層の地域間移動の動向を明らかにし，中国全土に共通する高学歴若年層の労

働供給の特徴を浮き彫りにすることにある。

さて，以下でいう◎◎市の人材交流会とは，筆者と共同研究者である�暁穎がアンケート調査

を実施した人材市場と民間企業の当該人材交流会を指す。高学歴若年層とは，高等教育機関であ

る「大学専科」（「大学専科」は，２年制・３年制大学であり，一般に「大専」と呼ばれる。「大学専科」は，

以下，鉤括弧を省略する。）９卒業，「大学本科」（「大学本科」は，４年制大学である。「大学本科」は，以

下，鉤括弧を省略する。）卒業，「研究生院碩士・博士課程」（「研究生院碩士・博士課程」は，大学院博士

前後期課程である。「研究生院碩士・博士課程」は，以下，大学院博士前後期課程と表記する。）修了のいず

れかの学歴を有する者と有することになる者で３５歳未満の者を指している。もっとも，本稿

は，就転職機会の獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動の動向に迫る必要上，アンケート回

答者に含まれる非高学歴若年層，すなわち最終学歴が「高級中学」（「高級中学」は，高等学校であ

る。「高級中学」は，以下，高校と表記する。）・「中等専業学校」（「中等専業学校」は，中等専門学校であ

る。「中等専業学校」は，以下，中専と表記する。）卒以下の者と３５歳以上の者１０をも比較対象として

加えた分析を行う１１。また，本稿は，相当数の市外出身者を集めている北京市・上海市・広州市

を人材流入都市，北京市・上海市・広州市の人材交流会に多数の求職者を送りだしている�州

市・合肥市・南昌市を人材流出都市と呼ぶことにしたい。

なお，本稿は，前稿と同様に，筆者が単独で執筆したものであり，本稿の内容とありうる誤謬

に関する責任は，すべて筆者に帰する。

第１章 北京市・上海市・広州市・�州市・合肥市・南昌市の人材交流会求職者の
出生地別属性比較

最初に，６市の人材交流会を訪れた求職者をそれぞれ市内出身者と市外出身者とに区分し，就

転職機会の獲得にともなって出生地である二（一）級行政区に止まる者と出生地でない二（一）

級行政区へ地域間移動を行う者の属性を６市ごとに比較していきたい。なお，以下に示す求職者

の諸属性の構成は，同一の人材市場や民間企業が主（共）催する人材交流会であっても，開催時

期や出展企業（の求人内容）によって毎回変動している。しかし，その変動幅は，同一の人材市

場と民間企業が主（共）催する人材交流会で時期をずらして２度のアンケート調査を試みた上海

市と広州市の結果に示されたように，在学／在職構成とそれに連動した平均年齢と年齢構成およ

び志望職務構成を除けばあまり大きくない。極論すれば，同一の人材市場と民間企業が主（共）

催する人材交流会を訪れる求職者の構成は，むしろ固定しているとさえいいうる。求職者の属性
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が固定する原因は，６市の地理的位置に加え，６市と６市に就転職機会を求める者の出生地に固

有の高等教育機関数や平均月給額などの短期的には不変の社会経済条件に求められる。

１．男女構成〔表１・２〕

人材流入都市の人材交流会は，市外出身者に占める男性比率が市内出身者のそれに比較して高

い１２。上海市の人材交流会は，両者の差が１０．２ポイントにものぼった。人材流入都市に就転職

機会を求める高学歴若年層は，男性が女性に比較して多いといえる。

対照的に，人材流出都市である合肥市と南昌市の人材交流会は，市外出身者に占める男性比率

が市内出身者のそれに比較して低い。とりわけ合肥市の人材交流会で市外出身者に占める男性比

率が５０％を切る理由は，安�省出身者を中心とする近隣の男性高学歴者の相当数が合肥市では

なく人材流入都市に就転職機会を求めているためであろう。

なお，やはり人材流出都市である�州市の人材交流会は，人材流入都市の人材交流会と同様

に，市外出身者に占める男性比率が市内出身者のそれに比較して高い。しかし，この理由は，人

材流入都市の人材交流会とはまったく異なると思われる。河南省は，一級行政区最大の人口を擁

しており１３，後述するように，学歴や年齢などの属性によって人口流入都市では就転職機会の獲

得に不利な立場におかれる男性の若年層が絶対数で多いと推察される。そうした男性の若年層の

多くは，不本意かもしれないが省内に就転職機会を求めざるをえず，省内で相対的に求人数が多

い省都の�州市に集中するに相違ない。

表１ 人材流入都市・男女構成 表２ 人材流出都市・男女構成
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２．平均年齢〔表３・４〕

人材流入都市と人材流出都市の人材交流会のいずれも，市外出身者の平均年齢が市内出身者の

それに比較して低い。この理由は，後述する年齢構成の分析結果から窺えるように，市外出身者

に占める非若年者比率が市内出身者のそれに比較して低いためである１４。市外出身者は，市内出

身者に比較して非若年者比率が低く，その分だけ平均年齢が低く算出されるのである。

また，人材流出都市である合肥市の人材交流会は，市外出身者の平均年齢が２２．９歳，女性に

限定すると２１．９歳になる。合肥市の人材交流会は，後述するように，市外出身者に占める大学

専科卒の学歴を有する者（既卒者）と有することになる者（卒業見込者）（◎◎◎の学歴を有する者

（既卒者）と有することになる者（卒業見込者）は，以下，◎◎◎卒者と表記する。）の比率が高く，大学

本科卒者比率と大学院博士前後期課程修了者比率が低くなる分だけ平均年齢が低くなる。察する

に，安�省は，男女構成の分析にあたって指摘したように，男性の大学本科卒者と大学院博士前

後期課程修了者の相当数が人材流入都市に就転職機会を求めているか，あるいは省内出身者に占

める大学本科卒者と大学院博士前後期課程修了者の比率がそもそも低いのであろう。

３．年齢構成〔表５・６〕

人材流入都市である北京市と上海市の人材交流会は，市外出身者に占める２０歳代後半者比率

が市内出身者のそれに比較して高い（多数派が２０歳代前半者であることは，市内出身者と同様であ

る。）。この理由は，後述するように，一定の職歴を有する在職者と失業者の比率が高まるためで

あろう。

表３ 人材流入都市・平均年齢 表４ 人材流出都市・平均年齢

注 平均年齢欄の括弧内の数字は，平均年齢算出の
対象となった回答者数である。

注 平均年齢欄の括弧内の数字は，平均年齢算出の
対象となった回答者数である。
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対照的に，人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める２０歳代後半者比率が市内出身

者のそれに比較して低いか，大差ない。この理由は，やはり後述するように，職歴をもたない新

卒見込者と新卒者の比率が高まるためであろう。

なお，やはり人材流入都市である広州市の人材交流会は，人材流入都市の人材交流会と同様

に，市外出身者に占める２０歳代後半者比率が市内出身者のそれに比較して低い。広州市の人材

交流会で市外出身者に占める２０歳代後半者比率が市内出身者のそれに比較して低くなる理由

は，広州市の人材交流会は，市内出身の２０歳代前半者が北京市と上海市の人材交流会とは比較

できないほど少ないがゆえに，相対的に高くなった市内出身者に占める２０歳代後半者比率と比

較すると，北京市と上海市の人材交流会と同水準になる市外出身者に占める２０歳代後半者比率

が相対的に低くなってしまうためである。

もっとも，こうした求職者の属性の構成は，広州市の人材交流会の常態であるとはいいがた

い。ほぼ５ヵ月前に実施した広州市の第１回の結果は，北京市と上海市の結果とまったく同様で

あった。広州市の第２回の結果は，新卒者比率が減少したことによって２０歳代前半者比率が減

少したために生じたと考えられる。広州市の人口は，前稿の表３に示したように，北京市の人口

の６３．６％，上海市の人口の５５．２％にすぎない。察するに，広州市の人材交流会は，人口規模の

相違を反映して，北京市と上海市の人材交流会に比較して市内出身の求職者数の季節的変動幅が

大きく，そのわずか１週間前に実施した上海市の第２回以上に市内出身の２０歳代前半者が減少

した結果，市外出身者に占める２０歳代後半者比率が市内出身者のそれに比較して低くなってい

るのである。

４．学歴構成〔表７・８〕

人材流入都市である広州市と人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める大学専科卒者

比率が市内出身者のそれに比較して高く，また人材流入都市と人材流出都市の人材交流会のいず

れも，市外出身者に占める大学本科卒者比率が市内出身者のそれに比較して高い。この結果は，

学歴という属性が出生地である二（一）級行政区の範囲を超えて就転職機会を求めるか否かを分

ける決定的な要素のひとつになっている事実を示している１５。とりわけ人材流入都市である北京

市と上海市の人材交流会は，市外出身者に占める大学本科卒者比率が５０～６０％にものぼり，他

の学歴群を大きく引き離している。

反面，人材流入都市と人材流出都市の人材交流会のいずれも，市外出身者に占める高校・中専

卒者比率が市内出身者のそれに比較して大幅に低い。市外出身者に占める高校・中専卒者比率

は，１９．９％と最も高い�州市の人材交流会でさえ，市内出身者のそれの３６．３％と比較すると

１６．４ポイントも低くなる。
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５．戸籍構成〔表９・１０〕

人材流入都市である北京市と上海市および人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める

農業戸籍保有者比率が市内出身者のそれに比較して高い。この理由は，当然であるが，これらの

５市に就転職機会を求める高学歴若年層の一定数が相対的に都市化の遅れた地区である農村部の

生まれであるためである。

人材流入都市である広州市の人材交流会は，唯一，市外出身者に占める農業戸籍保有者比率が

市内出身者のそれに比較して低い。この理由は，広州市の郊外を中心とする戸籍制度改革の相対

表９ 人材流入都市・戸籍構成
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的遅れに求める以外に考えにくい。

６．人材交流会情報の入手経路〔表１１・１２〕

人材流入都市である北京市と上海市および人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める

URL利用者比率が市内出身者のそれに比較して高い。この理由は，あえて言及するまでもない

であろう。URLは，物理的距離の相違に起因する情報の非対称性を克服する手段であると同時

に，コンピュータに早くから慣れ親しんでいる若年層にとっては情報の入手経路として最も手近

表１０ 人材流出都市・戸籍構成
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である１６。

人材流入都市である広州市の人材交流会は，ここでも唯一，異なる結果を示し，市外出身者に

占める URL利用者比率が市内出身者のそれに比較して低い。この理由は，前稿で指摘したよう

に，ほぼ毎日になる広州市の人材交流会の開催頻度に求められる。広州市の人材交流会は，その

結果，会場で後日に開催される人材交流会の情報を事前に入手しやすい環境を求職者に与えるこ

とになる。

７．人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験〔表１３・１４〕

表１３ 人材流入都市・人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験
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人材流入都市の人材交流会は，市外出身者に占める人材交流会開催都市における高等教育機関

在学経験保有者比率が市内出身者のそれに比較して低い。この結果は，縁故関係をもたない高学

歴若年層を引き寄せる人材流入都市の力が強いことを示している。

対照的に，人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める人材交流会開催都市における高

等教育機関在学経験保有者比率が市内出身者のそれに比較して高い。この結果は，市内出身者を

除く人材流出都市に就転職機会を求める高学歴者のおよそ半数が人材流出都市を高等教育機関所

在地とする者で構成されることを示しており，縁故関係をもたない高学歴者を広域から引き寄せ

る人材流出都市の力が弱いことを示している。同時に，高等教育機関の新設や学生定員の拡大

表１４ 人材流出都市・人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験
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は，高等教育機関への進学率の上昇が期待できるあいだにかぎって，人材が不足する内陸都市が

市外出身の高学歴者を呼び込む数少ない手段のひとつであるといえるかもしれない。

８．在学／在職構成〔表１５・１６〕

人材流入都市の人材交流会は，市外出身者に占める在職者比率が市内出身者のそれに比較して

高く，人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める在職者比率が市内出身者のそれに比較

注
一
時
帰
休
者
は
，
実
質
に
配
慮
し
て
失
業
者
に
含
め
た
。

表
１５

人
材
流
入
都
市
・
在
学
／
在
職
構
成
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して低い。

この理由は，年齢構成の分析にあたってすでに指摘したように，一定の職歴を有する在職者が

より好条件の求人数の多い人材流入都市に転職機会を求めるようになるためである。とはいえ，

出生地でない人材流入都市における転職を希望する高学歴者は，年齢構成の分析結果に示された

ように，２０歳代前後半者を主流とし，３０歳代前半者以降は激減する。この理由は，３０歳代前半

者以降を対象とする求人数が大幅に減少することに加え１７，配偶者と子どもをともなう地域間移

表
１６

人
材
流
出
都
市
・
在
学
／
在
職
構
成

注
一
時
帰
休
者
は
，
実
質
に
配
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し
て
失
業
者
に
含
め
た
。
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動の機会費用が高くなることを物語っている。

９．人材交流会の利用回数〔表１７・１８〕

人材流入都市と人材流出都市である南昌市の人材交流会は，市外出身者に占める当該人材市場

表
１７

人
材
流
入
都
市
・
人
材
交
流
会
の
利
用
回
数
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が主（共）催する人材交流会の初回利用者比率が市内出身者のそれに比較して高く，人材流出都

市である�州市と合肥市の人材交流会は，市外出身者に占める当該人材市場が主（共）催する人

材交流会の初回利用者比率が市内出身者のそれに比較して低い。

この理由は，人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験の分析にあたってすでに指

摘したように，求人数が多い人材流入都市は，新規に流入する求職者を絶えず引き寄せる力が強

表
１８

人
材
流
出
都
市
・
人
材
交
流
会
の
利
用
回
数
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い一方，求人数が少ない人材流入都市は，新規に流入する求職者を絶えず引き寄せる力が弱いこ

とに求められる。また，人材流出都市を高等教育機関所在地とする市外出身者の多くは，人材流

出都市で希望するする条件に見合った就転職機会をうる可能性がきわめて低いことを就転職活動

に着手する前から熟知しており，人材流出都市における就転職活動を当初から断念していると考

えられる。こうしたかれらの状況判断も，人材流出都市の人材交流会における市外出身者に占め

る当該人材市場が主（共）催する人材交流会の初回利用者比率を低める方向に作用している。

なお，人材流出都市である南昌市の人材交流会が人材流入都市と同様の結果になる理由は，目

下のところ，前稿の表５に示したように，近年の直接投資受入額の増大が今後の経済開発の進展

にともなう就転職機会の増加を江西省出身者に予想させるためであると考えるか，後述する志望

職務の分析結果から窺えるように，江西省出身者の流出先として優先順位が最も高いと考えられ

る広州市で就転職機会をうる可能性も決して高くないと江西省出身者の多くが認識しているため

としか考えられない。

１０．志望職務〔表１９・２０〕

人材流入都市である北京市と上海市および人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める

営業職志望者比率が市内出身者のそれに比較して高く，人材流入都市である広州市の人材交流会

は，市外出身者に占める営業職志望者比率が市内出身者のそれに比較して低い。

営業職を志望する高学歴若年層は，前稿で示したように，男性が多い。その結果，市外出身者

に占める男性比率が高い人材交流会は，市外出身者に占める営業職志望者比率が高くなり，市外

出身者に占める男性比率が低い人材交流会は，市外出身者に占める営業職志望者比率が低くな

る。人材流入都市である北京市と上海市および人材流出都市である�州市の結果は，まさしくこ

の傾向を表している。

人材流入都市である広州市で異なる傾向が示される理由は，広州市の人材交流会では実に市内

出身者の６０％以上が営業職を求めて就転職活動を続けているためである。広州市の人材交流会

に集まった市外出身者に占める営業職志望者比率は，北京市と上海市の人材交流会に集まった市

外出身者のそれに比較してむしろ高いが，市内出身者のそれがより高いために相対的に低くなら

ざるをえない。広州市は，同様に人材流入都市である北京市と上海市に比較して加工・組立業務

を専門とする低付加価値型製造業への雇用依存度が高いと推察される１８。その結果，広州市の人

材交流会は，営業職志望の文系学科卒者（とりわけ男性）にたいして就転職機会を十分に提供でき

ず，文系学科卒者の就転職活動を長期化させているようである（労働需給の不一致）。広州市は，

三大経済圏の中心都市として北京市と上海市と等価に扱われることが多いが，高学歴若年層の就

転職機会の獲得という視点からみた場合，人口規模の相違だけでは説明できない異なる状況を呈

しているといえよう。ちなみに，広州市の第１回の結果は，市外出身者に占める営業職志望者比

率が４８．１％，市内出身者のそれが４７．８％であり，わずかな差とはいえ，市外出身者に占める営

現代中国における高学歴若年層の就転職事情� 67



表
１９

人
材
流
入
都
市
・
志
望
職
務
【
複
数
回
答
】

68 商 経 論 叢 第４４巻第３・４合併号（２００９．５）



表
２０

人
材
流
出
都
市
・
志
望
職
務
【
複
数
回
答
】

現代中国における高学歴若年層の就転職事情� 69



業職志望者比率が市内出身者のそれに比較して高く，北京市と上海市の人材交流会と同様に結果

になった。もっとも，筆者は，広州市の第１回の市内出身者に占める営業職志望者比率も，北京

市と上海市の人材交流会の市内出身者のそれに比較して高いことを強調しておきたい。

残る人材流出都市である合肥市と南昌市で異なる傾向が示される理由は，残念ながら特定でき

ない。

また，人材流出都市である合肥市と南昌市の人材交流会は，市外出身者に占める総務職志望者

比率が市内出身者のそれに比較して高く，人材流入都市および人材流出都市である�州市の人材

交流会は，市外出身者に占める総務職志望者比率が市内出身者のそれに比較して低い。

総務職を志望する高学歴若年層は，やはり前稿で示したように，女性が多い。その結果，市外

出身者に占める女性比率が高い人材交流会は，総務職志望者比率が高くなり，市外出身者に占め

る女性比率が低い人材交流会は，総務職志望者比率が低くなる。人材流出都市と人材流入都市の

結果は，まさしくこの傾向を示している。

さらに，人材流入都市である北京市と上海市および人材流出都市の人材交流会は，市外出身者

に占める理系技術職志望者比率が市内出身者のそれに比較して高く，人材流入都市である広州市

の人材交流会は，市外出身者に占める理系技術職志望者比率が市内出身者のそれに比較して低

い。

理系技術職を志望する高学歴若年層は，同様に前稿で示したように，男性が多い。その結果，

市外出身者に占める男性比率が高い人材交流会は，市外出身者に占める理系技術職志望者比率が

高くなり，市外出身者に占める男性比率が低い人材交流会は，市外出身者に占める理系技術職志

望者比率が低くなる。人材流入都市である北京市と上海市および人材流出都市である�州市の結

果は，まさしくこの傾向を表している。人材流入都市である広州市の結果は，先述した広州市の

産業構造に起因して，広東省および広東省近隣出身の理系技術職を志望する高学歴若年層が広州

市ではなく上海市などに就転職機会を求めているためであると考えられる。

残る人材流出都市である合肥市と南昌市で異なる傾向が示される理由は，残念ながら特定でき

ない。

１１．希望する待遇（１）月給額①学歴・性別〔表２１・２２〕

人材流入都市の人材交流会は，概して，市外出身者に占める大学専科卒者と大学本科卒者が希

望する月給額が市内出身者のそれに比較してそれぞれ高く，人材流入都市の人材交流会は，概し

て，市外出身者に占める大学専科卒者と大学本科卒者が希望する月給額が市内出身者のそれに比

較してそれぞれ低いか，大差ない。この傾向は，とりわけ男性に強く表れている。

希望する月給額は，大学専科卒者と大学本科卒者に限定すると，人材流入都市では市外出身者

の男性，人材流出都市では市内出身者の男性が最も高い。一見すると，人材流入都市に就転職機

会を求める市外出身者の男性は，高月給志向が強く，人材流出都市に就転職機会を求める市外出
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身者の男性は，高月給志向が弱い，という傾向がみてとれる。別言すれば，人材流入都市に就転

職機会を求める高学歴の市外出身者の男性は，人材流出都市に就転職機会を求める高学歴の市外

出身者の男性に比較して自己評価が高い，といいうる。

注
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．
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額
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の
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内
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この理由は，在職者比率の相違に求められる。人材流入都市に就転職機会を求める高学歴の市

外出身者の男性は，人材流出都市に就転職機会を求める高学歴の市外出身者の男性に比較して在

職者比率が高く，その分だけ月給額で示される自己評価を高く見積もる者が多いのである１９。

１２．希望する待遇（１）月給額②年齢・性別〔表２３・２４〕

人材流入都市の人材交流会は，概して，市外出身の２０歳代前半者が希望する月給額が市内出

身者のそれに比較して高く，人材流出都市の人材交流会は，概して，市外出身の２０歳代前半者

表２３ 人材流入都市・希望する待遇（１）月給額②年齢・性別

注 １．平均額欄の括弧内の数字は，平均額算出の対象となった回答者数である。
２．上海市２０～２４歳欄の全体平均額と男性平均額および３５～３９歳欄の全体平均額と男性平均額は，１００，０００元を希望
する回答者をそれぞれ１人ずつ除いた数値である。
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が希望する月給額が市内出身者のそれに比較して低いか，大差ない。この結果は，人材流入都市

の人材交流会では市外出身者に占める大学専科卒者と大学本科卒者が希望する月給額が市内出身

者のそれに比較してそれぞれ高く，人材流入都市の人材交流会では市外出身者に占める大学専科

卒者と大学本科卒者が希望する月給額が市内出身者のそれに比較してそれぞれ低いか，大差な

い，という学歴・性別に算出した希望する月給額の分析結果と符合する。

もっとも，以上の傾向は，人材流入都市では２０歳代後半者以降の年齢層にもあてはまるが，

人材流出都市では２０歳代後半者以降の年齢層にはあてはまらない。人材流出都市に就転職機会

を求める２０歳代後半者以降の年齢層の市外出身者の希望する月給額は，人材流入都市に就転職

機会を求める２０歳代後半者以降の年齢層の市外出身者のそれと同様に，市内出身者の希望する

表２４ 人材流出都市・希望する待遇（１）月給額②年齢・性別
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月給額を上回る結果を示し，人材流出都市に就転職機会を求める市外出身者も，高月給志向を示

しているように読み取れる。筆者は，在学／在職構成の分析にあたって，一定の職歴を有する在

職者がより好条件の求人数の多い人材流入都市に就転職機会を求めるようになると指摘したが，

人材流出都市に止まる市外出身の高学歴者も，人材流出都市に就転職機会を求める市外出身の高

学歴者と同様に，好条件の待遇を求めはじめるようになると認識する２０。正確を期すると，かれ

らの一定数は，人材流出都市に希望する条件に見合った転職機会をみいだせないと判断したと

き，人材流入都市に転職機会を求めるようになると判断される。

１３．希望する待遇（１）月給額③職務【複数回答】・性別〔表２５・２６〕

人材流入都市である北京市と上海市の人材交流会は，市外出身者に占める営業職志望者の希望

する月給額が市内出身者のそれに比較して高く，人材流入都市である広州市と人材流出都市の人

材交流会は，市外出身者に占める営業職志望者の希望する月給額が市内出身者のそれに比較して

低い。

また，人材流入都市の人材交流会と人材流出都市である南昌市の人材交流会は，市外出身者に

占める総務職志望者の希望する月給額が市内出身者のそれに比較して高く，人材流出都市である

�州市と合肥市の人材交流会は，市外出身者に占める総務職志望者の希望する月給額が市内出身

者のそれに比較して低い。

さらに，人材流入都市の人材交流会は，市外出身者に占める理系技術職志望者の希望する月給

額が市内出身者のそれに比較して高く，人材流出都市の人材交流会は，市外出身者に占める理系

技術職志望者の希望する月給額が市内出身者のそれに比較して低い。

人材流入都市に就転職機会を求める市外出身者の希望する月給額は，総じて，いずれの職務を

志望する場合であっても市内出身者のそれを上回る傾向にあり，人材流出都市に就転職機会を求

める市外出身者の希望する月給額は，総じて，いずれの職務を志望する場合であっても市内出身

者のそれを下回る傾向にある。すなわち，希望する月給額の多寡は，志望する職務との相関の度

合いはきわめて弱く，上述の結果は，すでに分析した学歴と年齢，そして在学・在職との相関の

度合いを間接的に示すものにすぎないと判断される。

１４．希望する待遇（２）社会保険等〔表２７・２８〕

人材流入都市と人材流出都市である南昌市の人材交流会は，市外出身者に占める社会保険２１等

不要者比率が市内出身者のそれに比較して高く，人材流出都市である�州市と合肥市の人材交流

会は，市外出身者に占める社会保険等不要者比率が市内出身者のそれに比較して低い。

筆者は，社会保険等不要者は男性が女性よりも多い事実を前稿で指摘し，その理由を主たる所

得者として是が非にも就業機会を獲得しなければならない男性の窮状に求めた。この見解は，２２

機関が主（共）催した延べ２４の人材交流会の結果を総合的に分析した結果提起したものであっ
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たが，６市の人材交流会の結果を個別にみると，まったく異なる様相を呈する人材交流会の存在

に気づく。市外出身者に占める男性比率が市内出身者のそれを上回る�州市の人材交流会は，市

外出身者に占める社会保険等不要者比率が市内出身者のそれに比較して低い。また，市外出身者

注
１
．
平
均
額
欄
の
括
弧
内
の
数
字
は
，
平
均
額
算
出
の
対
象
と
な
っ
た
回
答
者
数
で
あ
る
。

２
．
上
海
市
の
営
業
職
欄
の
全
体
平
均
額
と
男
性
平
均
額
は
，
１０
０
，０
００
元
を
希
望
す
る
回
答
者
を
２
人
除
い
た
数
値
で
あ
る
。

表
２５

人
材
流
入
都
市
・
希
望
す
る
待
遇（
１
）月
給
額
③
職
務【
複
数
回
答
】・
性
別
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に占める女性比率が市内出身者のそれを上回る南昌市の人材交流会は，市外出身者に占める社会

保険等不要者比率が市内出身者のそれに比較して高い。それゆえ，筆者は，ここにもうひとつの

現実を読み取らざるをえないだろう。

注
１
．
平
均
額
欄
の
括
弧
内
の
数
字
は
，
平
均
額
算
出
の
対
象
と
な
っ
た
回
答
者
数
で
あ
る
。

表
２６

人
材
流
出
都
市
・
希
望
す
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待
遇（
１
）月
給
額
③
職
務【
複
数
回
答
】・
性
別
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さきの結果は，男性の窮状に加え，在職者比率や６市に就転職機会を求める市内出身者と市外

出身者とがそれぞれ認識している当該各市における労働需給の不均衡と不一致の度合いを反映し

ていると解釈される。たとえば，在職者は，現状の就業条件を下回る転職を受容しがたい。とは

いえ，在職者といえども，労働需給の不均衡と不一致の度合いが大きいと判断すれば，求人企業

にたいする社会保険等の要求を差し控えてでも泣く泣く就転職機会の獲得に動かざるをえないと

きもあるだろう。こうした求職者個々人の�藤が，社会保険等不要者比率に強く影響し，�州市

と南昌市の結果をもたらすのである。この想定に基づくと，人材流出都市である�州市の人材交

流会は，社会保険等を不要とする市外出身者が社会保険等を不要とする市内出身者より５．６ポイ

表２７ 人材流入都市・希望する待遇�社会保険等
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ント少なく，市外出身者が市内出身者よりも労働需給の不均衡と不一致の度合いを小さく見積

もっていると判断される。また，広州市の人材交流会は，社会保険等を不要とする市外出身者が

社会保険等を不要とする市内出身者より８．８ポイント多く，市外出身者が市内出身者よりも労働

需給の不均衡と不一致の度合いを大きく見積もっていると判断される。�州市の人材交流会を訪

れた市外出身者は，市内出身者よりも就転職機会の獲得に楽観的であり，広州市の人材交流会を

訪れた市外出身者は，市内出身者よりも就転職機会の獲得に悲観的であるといえよう。

なお，�州市の人材交流会は，市内出身者に占める社会保険等不要者比率が２６．６％，市外出

身者に占める社会保険等不要者比率が２１．０％といずれも群を抜いており，求職者が実感してい

表２８ 人材流出都市・希望する待遇�社会保険等
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る就転職機会の不足の度合いが在学／在職構成の分析結果に示された失業者比率に表れる以上に

高いと推察される。�州市を省都とする河南省は，不本意な就業を余儀なくされている高学歴若

年層を合肥市を省都とする安�省と南昌市を省都とする江西省よりも多く抱えていると推測され

る。

第２章 河南省・安�省・江西省出身者の就転職地別属性比較

続いて，�州市・合肥市・南昌市を省都とする河南省・安�省・江西省の出身者のみを６市の

人材交流会を訪れた求職者から抽出し，人材流出都市である省都（省内）に就転職機会を求める

者と人材流入都市である北京市・上海市・広州市（省外）に就転職機会を求める者の属性を３省

出身者別に比較していきたい。

１．男女構成〔表２９〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める男性比率が人材流出

都市に就転職機会を求める者のそれに比較して高い。筆者は，前章の男女構成の分析にあたっ

て，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める男性比率は，出生地である

二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して高いという結果を示したが，出生地

でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める男性比率自体も，人材流入都市と人材

流出都市とでは隔たるという結果を示すことになった。

筆者は，この結果から，就転職機会の獲得にともなう地域間移動の物理的距離の平均は，同様

に高学歴者であっても，男性が女性に比較して長いと認識する２２。女性は，伝統的価値観や家庭

事情などの影響を強く受けて両親の居住地の近くに止まりやすいと考えられる。

江西省出身者は，北京市に就転職機会を求める者においては女性比率が男性比率を上回ってい

るが，これは，おそらく標本誤差に起因すると思われる。

２．平均年齢〔表３０〕

河南省出身者と安�省出身者は，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者の平均年齢が

人材流出都市に就転職機会を求める者のそれに比較して高い。筆者は，前章の平均年齢の分析に

表２９ 河南省・安�省・江西省出身者・男女構成
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あたって，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者の平均年齢は，出生地である

二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して低いという結果を示したが，出生地

でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者の平均年齢自体も，人材流入都市と人材流出都

市とでは隔たるという結果を示すことになった。

この理由は，前章で述べたように，人材流出都市で一定の職歴を積むことによって高位の年齢

層に区分されるようになった在職者がより好条件の求人数の多い人材流入都市に転職機会を求め

るようになるためである。

江西省出身者は，上海市に就転職機会を求める者においては同様の傾向がみられたが，北京市

と広州市に就転職機会を求める者においては有意な差はみられなかった。

３．学歴構成〔表３１〕

３省出身者とも，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める大学本科卒者比率が人材流出

都市に就転職機会を求める者のそれに比較して高い。筆者は，前章の学歴構成の分析にあたっ

て，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める大学本科卒者比率は，出生

地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して高いという結果を示した

が，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める大学本科卒者比率自体も，

表３０ 河南省・安�省・江西省出身者・平均年齢

注 平均額欄の括弧内の数字は，平均額算出の
対象となった回答者数である。

表３１ 河南省・安�省・江西省出身者・学歴構成

注 １．大学院は，博士前期課程修了者と博士後期課程修了者の合計である。
２．非高学歴者は，省略した。
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人材流入都市と人材流出都市とでは大きく隔たるという結果を示すことになった。

筆者は，この結果から，人材流入都市の人材交流会を訪れる求職者の平均就学年数は，人材流

出都市の人材交流会を訪れる求職者のそれに比較して長いと推測する。求職者の高学歴化の度合

いは，大都市に就転職機会を求める者ほど高まる傾向にあるといえよう。

４．戸籍構成〔表３２〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める農業戸籍保有者比率

が人材流出都市に就転職機会を求める者のそれに比較して低い。筆者は，前章の戸籍構成の分析

にあたって，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める農業戸籍保有者比

率は，出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して高いという結果

を示したが，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める農業戸籍保有者比

率自体も，人材流入都市と人材流出都市とでは大きく隔たるという結果を示すことになった。

この結果は，前稿で述べたように，都市と農村という出生地の相違が最終学歴の決定に大きな

影響を与え，その結果決まった最終学歴が就転職機会の獲得にともなう若年層の地域間移動にも

無視しえない影響を及ぼしている事実を示している。筆者は，この結果と平均年齢および在学／

在職構成の分析結果から，３省出身者をはじめとする内陸一級行政区出身の農業戸籍保有者の多

くは，新卒時に無思慮に人材流入都市に就転職機会を求めず，人材流出都市で一定の職歴を積む

ことによって学歴の不利を補った後，人材流出都市に転職機会を求める手順をふんでいると考え

る。かれらがこうした手順をふむ背景には，人口の純流入が多い大都市であればあるほど転入に

たいする制限が厳格であることに加え，市外出身者が就転職機会の獲得で事実上差別されている

現実がある２３，２４。内陸一級行政区出身の農業戸籍保有者の多くは，転入制限と差別を乗り越える

ための付加価値を求められるのである。

５．人材交流会情報の入手経路〔表３３〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める URL利用者比率が

人材流出都市に就転職機会を求める者のそれに比較して高い。筆者は，前章の人材交流会情報の

表３２ 河南省・安�省・江西省出身者・戸籍構成
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入手経路の分析にあたって，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める

URL利用者比率は，出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して

高いという結果を示したが，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める

URL利用者比率自体も，人材流入都市と人材流出都市とでは大きく隔たるという結果を示すこ

とになった。

この結果は，遠隔地で開催される人材交流会を訪れる高学歴若年層は，URLを利用して人材

交流会の情報を事前に相当程度吟味していることを示している。高学歴若年層は，労働需給の不

均衡については如何ともしがたいが２５，労働需給の不一致についてはその可能性を最小限度に止

めるようにしているようであり，その意味では URLを利用して秩序だった地域間移動をしてい

るように見受けられる。

安�省出身者は，広州市に就転職機会を求める者に相反する傾向がみられるが，それは，前章

で指摘した広州市の人材交流会の開催頻度に基づくものである。

６．人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験〔表３４〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める人材交流会開催都市

における高等教育機関在学経験保有者比率が人材流出都市に就転職機会を求める者のそれに比較

して低い。筆者は，前章の人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験の分析にあたっ

表３３ 河南省・安�省・江西省出身者・人材交流会情報の入手経路【複数回答】

注 新聞・URL・知人以外の入手経路は，省略した。

表３４ 河南省・安�省・江西省出身者・人材交流会開催都市における高等教育
機関の在学経験
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て，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める人材交流会開催都市におけ

る高等教育機関在学経験保有者比率は，人材流入都市では出生地である二（一）級行政区に就転

職機会を求める者のそれに比較して低く，人材流出都市では出生地である二（一）級行政区に就

転職機会を求める者のそれに比較して高いという結果を示したが，出生地でない二（一）級行政

区に就転職機会を求める者に占める人材交流会開催都市における高等教育機関在学経験保有者比

率自体も，人材流入都市と人材流出都市とでは大きく隔たるという結果を示すことになった。

この結果は，縁故関係をもたない高学歴者を引き寄せる都市の力の相違という前章の人材交流

会開催都市における高等教育機関の在学経験の分析結果を裏書きしている。

河南省出身者と江西省出身者は，北京市に就転職機会を求める者に相反する傾向がみられる

が，これは，おそらく標本誤差に起因すると思われる。

７．在学／在職構成〔表３５〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める在職者比率が人材流

出都市に就転職機会を求める者のそれに比較して高い。筆者は，前章の在学／在職構成の分析に

あたって，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める在職者比率は，人材

流入都市では出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して高く，人

材流出都市では出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して低いと

いう結果を示したが，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める在職者比

率自体も，人材流入都市と人材流出都市とでは大きく隔たるという結果を示すことになった。

３省出身者の一定数は，戸籍構成の分析結果にも示されたように，新卒時に人材流出都市に就

職機会を求め，一定の職歴を積んだ後に人材流入都市に転職機会を求めていると考えられる。こ

うした選択の背後には，出生地の相違に強く規定された新卒時の就職活動期における制度的およ

び非制度的要因による競争劣位意識と家庭をもつ年齢に達したかれらの就業条件の改善にたいす

る期待とが並存すると考えられる。

江西省出身者は，北京市に就転職機会を求める者に唯一相反する傾向がみられるが，これは，

おそらく標本誤差に起因すると思われる。

表３５ 河南省・安�省・江西省出身者・在学／在職構成

注 一時帰休者は，実質に配慮して失業者に含めた。
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８．人材交流会の利用回数〔表３６〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める当該人材市場が主

（共）催する人材交流会の初回利用者比率が人材流出都市に就転職機会を求める者のそれに比較

して高い。筆者は，前章の人材交流会の利用回数の分析にあたって，出生地でない二（一）級行

政区に就転職機会を求める者に占める当該人材市場が主（共）催する人材交流会の初回利用者比

率は，人材流入都市では出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較し

て高く，人材流出都市では出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較

して低いという結果を示したが，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占め

る当該人材市場が主（共）催する人材交流会の初回利用者比率自体も，人材流入都市と人材流出

都市とでは大きく隔たるという結果を示すことになった。

この結果は，人材交流会開催都市における高等教育機関の在学経験の分析にあたって指摘した

ように，縁故関係をもたない高学歴者を引き寄せる都市の力の相違に起因する。

９．志望職務【複数回答】〔表３７〕

３省出身者とも，概して，人材流入都市に就転職機会を求める者に占める営業職志望者比率が

人材流出都市に就転職機会を求める者のそれに比較して低い。筆者は，前章の志望職務の分析に

あたって，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める営業職志望者比率

は，概して，出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに比較して高いという

結果を示したが，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める営業職志望者

比率自体も，人材流入都市と人材流出都市とでは大きく隔たるという結果を示すことになった。

営業職志望者は，前稿で分析したように，男性比率が圧倒的に高かった。とすれば，人材流出

都市に比較して物理的距離の遠い人材流入都市に就転職機会を求める者に占める営業職志望者比

率は，第１章の男女構成の分析結果に示されるように，物理的距離の近い人材流入都市に就転職

機会を求める者のそれに比較して男性比率が高まる分だけ高くならなければならない。

この逆転現象は，志望職務を尋ねる項目が複数回答であったことに起因している。興味深いこ

とに，同一省出身者であっても，人材流入都市に就転職機会を求める者と人材流出都市に就転職

機会を求める者とでは，１人あたり志望職務記入数に隔たりがみられる。河南省出身者は，�州

市の人材交流会に４６２名，北京市の人材交流会に３４名，上海市の人材交流会に２４名，広州市の

表３６ 河南省・安�省・江西省出身者・人材交流会の利用回数

現代中国における高学歴若年層の就転職事情� 85



人材交流会に４２名いたが，１人あたり志望職務記入数は，順に１．１２３，０．８９５，０．８８９，１．１０５で

あった。同様に，安�省出身者は，合肥市の人材交流会に４７７名，北京市の人材交流会に８名，

上海市の人材交流会に４８名，広州市の人材交流会に８名いたが，１人あたり志望職務記入数

は，順に１．３０８，０．８７５，１．０００，１．５００であった。残る江西省出身者は，南昌市の人材交流会に

３９３名，北京市の人材交流会に９名，上海市の人材交流会に３７名，広州市の人材交流会に５９名

いたが，１人あたり志望職務記入数は，順に１．２５５，０．８８９，０．８９２，１．０００であった。

筆者は，以上の結果に鑑みて，人材流入都市に就転職機会を求める３省出身者は，人材流出都

市に就転職機会を求める３省出身者に比較して志望職務を絞り込んでいる，と考える。この仮説

は，一定の職歴を積んだ後に人材流入都市に転職機会を求めている在職者が多いという戸籍構成

と在学／在職構成の分析結果とも符合する。人材流入都市に就転職機会を求める市外出身者の１

人あたり志望職務記入数は，一定の専門技術を身につけたかれらが第二志望以下の職務の記入を

控えるようになるために人材流出都市に就転職機会を求める市外出身者の１人あたり志望職務記

入数に比較して少なめに算出され，一見しただけでは矛盾しているとしか受け止められない上述

の結果を生じさせるのである。男女構成を念頭においた場合に他の職務にみられる逆転現象も，

人材流入都市に就転職機会を求める者の１人あたり志望職務記入数の少なさに起因する。

１０．希望する待遇（１）月給額〔表３８〕

３省出身者とも，人材流入都市に就転職機会を求める者が希望する月給額が人材流出都市に就

転職機会を求める者が希望する月給額に比較して高い。

就転職機会の獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動は，やはり年齢，学歴，職歴などで同

表３７ 河南省・安�省・江西省出身者・在学／志望職務【複数回答】
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様の属性をもつにもかかわらず地域間経済格差によって月給額が隔たるという現実を打破するた

めになされており，高月給志向は，大都市に移動する者にとりわけ強く表れるといえよう。

１１．希望する待遇（２）社会保険等〔表３９〕

河南省出身者は，北京市と広州市の人材交流会に就転職機会を求める者に占める社会保険等不

要者比率が人材流出都市（�州市）に就転職機会を求める者のそれに比較して低く，上海市の人

材交流会に就転職機会を求める者に占める社会保険等不要者比率が人材流出都市（�州市）に就

転職機会を求める者のそれとほぼ同水準になる。安�省出身者は，人材流入都市の人材交流会に

就転職機会を求める者に占める社会保険等不要者比率が人材流出都市（合肥市）に就転職機会を

求める者のそれとほぼ同水準になる。江西省出身者は，北京市の人材交流会に就転職機会を求め

る者に占める社会保険等不要者比率が人材流出都市（南昌市）に就転職機会を求める者のそれに

比較して低く，上海市の人材交流会に就転職機会を求める者に占める社会保険等不要者比率が人

材流出都市（南昌市）に就転職機会を求める者のそれに比較して高く，広州市の人材交流会に就

転職機会を求める者に占める社会保険等不要者比率が人材流出都市（南昌市）に就転職機会を求

める者のそれとほぼ同水準になる。筆者は，前章の希望する待遇（２）社会保険等の分析にあ

たって，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者に占める社会保険不要者比率

は，概して，人材流入都市では出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれに

表３８ 河南省・安�省・江西省出身者・希望する待遇�月給額

注 平均額欄の括弧内の数字は，平均額算出の
対象となった回答者数である。

表３９ 河南省・安�省・江西省出身者・希望する待遇�社会保険等
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比較して高く，人材流出都市では出生地である二（一）級行政区に就転職機会を求める者のそれ

に比較して低いという結果を示したが，出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求める者

に占める社会保険等不要者比率は，３省出身者にかぎっていえば法則性に欠けているという結果

を示すことになった。

ここでも，２２機関が主（共）催した延べ２４の人材交流会の結果を総合的に分析した結果提起

した前稿の見解を裏切る結果が示された。男性比率が高い人材流入都市に就転職機会を求める者

に占める社会保険等不要者比率は，女性比率が高い人材流出都市に就転職機会を求める者のそれ

に比較してかならずしも高くなっていない。この理由も，前章の希望する待遇�社会保険等の分

析にあたってすでに指摘した要因に基づくと考えられる。すなわち，在職者比率や６市に就転職

機会を求める市内出身者と市外出身者とがそれぞれ認識している当該各市における労働需給の不

均衡と不一致の度合いが，全体的にみると法則性を欠く結果をもたらしているのであろう。

お わ り に

最後に，本稿で試みた就転職機会の獲得にともなう地域間移動の分析結果を要約し，この結果

から類推される中国全土に共通する高学歴若年層の労働供給の特徴を提起したい。

第一に，就転職機会の獲得にともなって地域間移動を行う高学歴若年層は，男性が多く，物理

的移動距離の平均も，男性が女性に比較して長い。

第二に，就転職機会の獲得にともなって地域間移動を行う高学歴若年層は，２０歳代前半者が

多い。

第三に，就転職機会の獲得にともなって人材流入都市を訪れる市外出身の高学歴若年層は，２０

歳代後半者比率が市内出身の高学歴若年層に比較して高い。

第四に，就転職機会の獲得にともなって地域間移動を行う高学歴若年層は，大学本科卒者が多

い。

第五に，就転職機会の獲得にともなって人材流入都市を訪れる市外出身の高学歴若年層は，在

職者比率が市内出身の高学歴若年層に比較して高い。

第六に，就転職機会の獲得にともなって地域間移動を行う高学歴若年層は，主として URLを

利用して人材交流会の情報を事前に入手している。

第七に，就転職機会の獲得にともなって人材流入都市を訪れる市外出身の高学歴若年層の多く

は，当該人材流入都市に縁故関係をもたない。

第八に，就転職機会の獲得にともなって人材流入都市を訪れる市外出身の高学歴若年層の多く

は，第三・第四・第五の分析結果に示した属性をもつために，市内出身の高学歴若年層に比較し

て高月給を望む。

第九に，農業戸籍を保有する北京市を除く内陸一級行政区出身の高学歴若年層の相当数は，新

卒時に省都・自治区首府で一定の職歴を積むことによって出生地の相違に規定される就業条件上
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の不利を補った後，就業条件のよい北京市・上海市・広州市に転職機会を求めている。

第十に，北京市・上海市・広州市に転職機会を求める北京市を除く内陸一級行政区出身の高学

歴若年層は，出身地となる内陸一級行政区の省都・自治区首府に就転職機会を求める高学歴若年

層に比較して志望する職務をあらかじめ絞り込んでいる。

筆者は，６市の人材交流会を訪れた求職者の属性を分析した結果，中国共産党・政府の人材流

動・配置政策の効果は乏しく，高学歴若年層が大都市圏に集中する傾向は今後いっそう強まると

予測する。

なお，本稿の主要内容は，２００８年１１月２９日に専修大学神田キャンパスで開催されたアジア

市場経済学会東部部会ですでに報告してある。当日，有益な助言をお寄せいただいた討論者の柏

木理佳先生をはじめとする学会の会員の方々にこの場を借りてとくに感謝の意を捧げたい。

本稿の内容は，本来であれば当学会の機関誌により論点を絞ったうえで発表されるべきもので

ある。しかし，筆者は，前稿の末尾で本誌に地域間移動に焦点を合わせた論考を発表することを

宣言しており，また類似の調査報告をみない本稿の性格上，比較的多くの紙幅を頂戴して図表を

提示しておく必要を強く認め，アジア市場経済学会の機関誌よりもあえて本誌を優先した次第で

ある。

筆者は，次稿では，上海市，南京市，蘇州市，寧波市の人材交流会で実施したアンケート調査

の結果を利用して，長江デルタに位置する４市の求職者の属性を詳細に分析してみたい。

注

１ 柳澤和也「現代中国における高学歴若年層の就転職事情（１）――人材交流会求職者にたいするアン

ケート調査の比較分析を通じて」神奈川大学経済学会『商経論叢』第４３巻第３・４合併号，２００８年３

月，５５～１１３頁。

２ 中華人民共和国人事部「人材市場管理規定」（２００１年９月１１日施行）第４条。

ここでいう地方政府とは，一級（省級）行政区に相当する直轄市・省・自治区，二級（地級）行政区に

相当する地級市・地区・自治州・盟，三級（県級）行政区に相当する市轄区・県級市・県・自治県・旗・

自治旗・特区・林区の行政を分掌する政府を指す。四級（郷級）行政区に相当する区公所・鎮・郷・蘇

木・民族郷・民族蘇木・街道の行政を分掌する政府は，人材交流会を主催する権限をもたない。

３ ２００８年３月に開催された第１１期全国人民代表大会は，「大部門制」の確立をめざして国務院の機構改

革を決定した。その結果，旧人事部は，旧労働・社会保障部と統合され，人力資源・社会保障部に再編さ

れた。人材市場は，人事部と労働・社会保障部が人力資源・社会保障部に統合されたことを受けて，旧労

働・社会保障部傘下の公的機関である「労働力市場」とともに「人力資源市場」を構成する一翼という位

置づけがなされるようになった。

４ 日野みどり『現代中国の「人材市場」』創土社，２００４年。

日野は，人材市場の形成過程と業務の詳細を文献（電子媒体を含む）調査と現地調査に基づいてまとめ

ており，人材交流会の現状と課題も詳述している。

なお，人材市場は，現在の中国では一般に「人才
�

市場」と表記している。日本語と同様の「人材
�

市場」

という表記も，少数とはいえ存在するが（両表記のあいだに概念上の相違はない），すでに日野〔２００４〕

が詳述しているように，改革・開放政策への転換以降は「人才
�

市場」に事実上一本化されているといえよ

う。本稿は，日本語論文であるために，固有名である機関の名称を除いて人材市場と表記する。
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５ 図１・２・３は，本格的な分析に先立って，求職者が北京市・上海市・広州市の人材交流会に広域から集

まってきている事実と３市ごとに市外出身者の出生地に偏りが存在する事実を示している。北京市の人材

交流会は，河北省，遼寧省，内蒙古自治区東南部，上海市の人材交流会は，江蘇省，安�省，江西省，広
州市の人材交流会は，広東省はもちろん，湖南省，江西省，広西壮族自治区から求職者を多く集めてい

る。就転職機会の獲得にともなう高学歴若年層の地域間移動は，出生地・就転職地間の物理的距離とそれ

に起因する言語や風土，そしてそれらの結果決定される就転職地の同郷者数などの影響をやはり免れるこ

とはできないようである。

６ 人材市場を直接ないし間接に運営している一級・二級行政区の地方政府と三級行政区の地方政府の行政

レベルの相違は，出展企業数と求職者数とで計られる人材交流会の規模と密接に関係している。筆者たち

は，２００７年２月２９日と３月１日に北京市でアンケート調査を連続して２回実施したが，三級行政区であ

る北京市朝陽区の人事局傘下の朝陽人才市場が主催する人材交流会と一級行政区である北京市人事局の認

可を受けた民間企業の北京工体人才市場が主催する人材交流会とでは，催事色の強い特別の場合を除い

て，人材交流会の規模が大きく異なっている事実を知った。筆者は，上海市と広州市の人材交流会との比

較をする関係上，規模が大きい北京工体人才市場主催の人材交流会で実施したアンケート調査の結果を利

用する。

７ 北京市と上海市は，直轄市であり，一級行政区に相当する。

８ 筆者たちが実施したアンケート調査は，就学や婚姻の結果として出生地でない二（一）級行政区に就転

職機会を求める者および幼少時の挙家移動の結果として出生地でない二（一）級行政区に就転職機会を求

める者と賃金水準や失業率などの就業条件の相違を背景にして出生地でない二（一）級行政区に就転職機

会を求める者とを弁別できるように設計されていない。

９ 「大学専科」は，日本の短期大学に相当し，卒業資格として学位を授与できない。

１０ ３５歳以上になる非若年層の人数（比率）は，北京市の人材交流会２３人（４．３％），上海市の人材交流会

５３人（１０．２％），広州市の人材交流会４７人（８．８％），�州市の人材交流会４５人（９．２％），合肥市の人材
交流会２０人（４．０％），南昌市の人材交流会２５人（５．２％）である。

１１ 人事廳／局傘下の公的機関である人材市場は，前稿で紹介したように，管理職従事者や技術資格保有者
を大学院博士前後期課程修了者とともに「高級人材」と位置づけ，非高学歴者であっても，大学専科卒業

以上の高学歴者と同様に就業仲介サービスを提供する対象としている。

１２ 国務院人口普査辧公室・国家統計局人口和社会科技統計司編『中国２０００年人口普査資料』（上冊）中国

統計出版社，２００２年，５９３～６０２頁。

第５回人口センサス（２０００年）から推計される高学歴若年層の男女構成は，男性５４．４％，女性４５．６％

である。筆者は，２０００年に実施された人口センサスで１５～２９歳に区分された世代のなかから高等教育機

関就学者だけをとりだして以上の比率を求めた。かれらは，単純計算では，２００５年時点で２０～３４歳に

なっている。

１３ 国家統計局城市社会経済調査司編『中国城市統計年鑑』〔２００７年版〕中国統計出版社，２００８年，２９～３６

頁。

河南省の調査前年である２００６年の人口は，１億０１１３万人であった。同年の安�省と江西省の人口は，
それぞれ６５９３万人と４４５９万人であった。

１４ 表５・６は，若年層の一部と非若年層を３０歳以上と一括りにしているので，市内出身者と市外出身者に

占める非若年層（３５歳以上）の比率を以下に示しておこう。市内出身者と市外出身者に占める非若年層

の比率は，それぞれ，北京市の人材交流会が１４．３％と２．３％，上海市の人材交流会が１６．４％と８．４％，

広州市の人材交流会が９．７％と８．７％，�州市の人材交流会が１７．７％と６．３％，合肥市の人材交流会が
８．６％と２．２％，南昌市の人材交流会が１０．７％と２．０％である。実際，両者の隔たりが最も小さい広州市

の人材交流会は，平均年齢の隔たりが最も小さい。

１５ 厳善平「地域間人口移動の選択性――年齢，学歴と移動率の関係を中心に」同『中国の人口移動と民

工――マクロ・ミクロ・データに基づく計量分析』勁草書房，２００５年，９７～１２２頁（初出は，「モデル人
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口移動スケジュールおよび移動の選択性――中国２０００年人口センサスのデータを用いて」アジア経済研

究所『アジア経済』第４５巻第９号，２００４年９月，２～２２頁である。）。

厳は，２０００年の人口センサスを利用して，高学歴層の移動率（ここでいう移動率とは，総人口に占め

る６歳以上の移動人口の比率である。）が非高学歴層に比較して高い事実を提示している。

１６ インターネット接続サービスは，端末を所有していなくても一般に「網�」と呼ばれる店舗で利用でき
る。

１７ ３０歳代以降の就転職は，人脈を通じて行われる確率が人材交流会を通じて行われる確率を大きく上回

るようになると推察される。

１８ アメリカのサブプライム・ローンの崩壊に起因する金融危機の影響を受けた企業の工場閉鎖や倒産が広

東省で相次いでいる事実は，広州市の加工・組立業務を専門とする製造業への雇用依存度が高いことを示

す傍証となるだろう。ちなみに，２００５年末の就業人口に占める第二次産業の比率は，前稿の表３に示し

たように，北京市２６．３％，上海市３８．７％，広州市４３．５％である。

１９ 在職者が希望する月給額は，北京市の人材交流会が３６７２元（１１４人），うち男性３８９９元（７７人），女性

３２９１元（４６人），上海市の人材交流会が５０１７元（１８８人），うち男性５６９８元（１３３人），女性３３７１元（５５

人），広州市の人材交流会が３１１６元（１８５人），うち男性３２１８元（１４５人），女性２７４５元（４０人）であ

り，全求職者のそれに比較していずれも大幅に高い。

２０ 在職者が希望する月給額は，�州市の人材交流会が１８７８元（１１３人），うち男性１９８２元（８８人），女性
１５１２元（２５人），合肥市の人材交流会が１６９１元（９０人），うち男性１８４９元（５７人），女性１４１８元（３３

人），南昌市の人材交流会が１９３６元（１０７人），うち男性１９７２元（９３人），女性１７００元（１４人）であ

り，全求職者のそれに比較していずれもやはり大幅に高い。

２１「中華人民共和国労働契約法」（２００８年１月１日施行）第１７条。

社会保険への加入義務は，同法の施行によって使用者・労働者双方とも強化された。使用者と労働者

は，労働契約書を作成するにあたって社会保険への加入を明記するとともに，社会保険料を負担するよう

に定められている。

ちなみに，中国都市部でいう社会保険は，「養老保険」，「医療保険」，「失業保険」（雇用保険），「工傷保

険」（労働災害保険），「生育保険」（出産育児保険）を指す。「養老保険」，「医療保険」，「失業保険」，「工

傷保険」，「生育保険」は，「五金」と表現される場合が多く，「養老保険」，「医療保険」，「失業保険」だけ

で「三金」と表現されることもある。

なお，アンケート調査は，常州市の人材交流会から広州市〔第２回〕の人材交流会までは「労働契約

法」施行以前，成都市の人材交流会から北京市〔第２回〕の人材交流会までは「労働契約法」施行以後に

実施された。

２２ 柳澤〔２００８年〕，７９頁，表１２。

男性は，人材流入都市の人材交流会では女性に比較して出生地にあげた行政区数が多く，相対的に遠距

離から訪れている者の比率が高い。

２３ 丸川知雄『労働市場の地殻変動』（シリーズ現代中国３）名古屋大学出版会，２００２年，第４章。

丸川は，「労働市場の分断」を論じるさいに，非高学歴の市外出身者の採用にあたって地元の地方政府

から企業が費用負担を求められている状況や一定の職種に雇用制限を設けられている実態を指摘してい

る。

２４ 筆者は，人材交流会に出展している求人企業がポスターに提示している求人要件を観察したさい，「本

市戸籍保有者に限る」という文言を比較的頻繁にみかけた。筆者は，ある出展企業の担当者にその理由を

確認したところ，本市戸籍保有者は，人間関係がその地域に張り巡らされている分だけ企業資産を横領し

て辞めてしまう危険が低いという回答をえた。この回答が注２３で丸川が指摘している事柄と関係するか

否かは，定かでない。

２５ Harris, John R. and Michel P. Todaro, “Migration, Unemployment and Development : A Two-sector

Analysis” in American Economic Review , Vol. 60 No. 1, March 1970.
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高学歴若年層が労働需給の不均衡（高失業率）を了解しているにもかかわらず地域間移動を行う現実

は，ハリスとトダロの「期待所得」（expected income）仮説に合致している。

【訂正】

前稿中の諸表に集計結果を中心とする誤謬があったので，お詫びすると同時に，訂正箇所を示してお

く。なお，以下の訂正は，前稿の論旨の修正をともなうものではない。

①表１９（９９頁）

寧波市

●女性が希望する月給額１，８７４は，１，８７６の誤りである。

②表１９（続１）（１００頁）

南京市

●希望する月給額２，０４３の回答者数４８４は，４８６の誤り，男性が希望する月給額２，２６７は，２，２６５の

誤り，同回答者数２５８は，２６０の誤り，同女性が希望する月給額１，７８７の回答者数２０６は，２２６の

誤りである。

合肥市

●高校・中専卒の学歴を有する者／有することになる者が希望する月給額の平均額１，３７０は，１，２９８

の誤り，同回答者数８２は，８０の誤りである。

③表２０（続２）（１０４頁）

南京市

●希望する月給額２，０４３の回答者数４８９は，４８６の誤り，男性が希望する月給額２，２６７は，２，２６５の

誤り，同回答者数２５８は，２６０の誤り，同女性が希望する月給額１，７８７の回答者数２０６は，２２６の

誤りである。

④表２０（続３）（１０５頁）

北京市〔第２回〕

●３０～３４歳が希望する月給額の平均額３，７９２は，３，８１７の誤り，同回答者数２５は，２３の誤り，同年

齢階層の男性が希望する月給額の平均額３，９５８は，４，０１２の誤り，同回答者数１９は，１７の誤りで

ある。

●３５～３９歳が希望する月給額の平均額４，４５０は，４，２６０の誤り，同回答者数８は，１０の誤り，同年

齢階層の男性が希望する月給額の平均額４，１００は，３，９５０の誤り，同回答者数６は，８の誤りであ

る。

⑤表２１（１０６頁）

寧波市

●女性が希望する月給額１，８７４は，１，８７６の誤りである。

⑥表２１（続１）（１０７頁）

南京市

●希望する月給額２，０４３の回答者数４８９は，４８６の誤り，男性が希望する月給額２，２６７は，２，２６５の

誤り，同回答者数２５８は，２６０の誤り，同女性が希望する月給額１，７８７の回答者数２０６は，２２６の

誤りである。

●総務職志望者が希望する月給額１，８００は，１，８８２の誤りである。

⑦表２２（１０９頁）

表題

●社会保険等は，希望する待遇（２）社会保険等の誤りである。
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